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要                            約    

1980 年代後半～1990 年代前半と近年で現存量調査による分布密度を比べると、近年の密

度は最大値の半分以下であることから資源動向は中位であると考えられる。また、近年の

調査結果から資源は減少傾向にあることから、漁獲を増加させないようにすることが必要

である。漁獲制御ルール２－１）に基づき、ABC limit=Ct × γ、ABC target=ABC limit × 

αとし、γを現存量の変化率、Ct を 2002 年の漁獲量として ABC をもとめた。 

 

（水準・動向） 

 水準：中位  動向：減少 

 

ま き１．まえがき    

イトヒキダラは 1970 年以降、スケトウダラ資源の代替としてソコダラ類（イバラヒゲ、

ヒモダラ、テナガダラなど）とともに北海道、東北海域で主に沖合底びき網により漁獲さ

れている。本種の漁獲量は 1980 年代まで少なかったため、北海道、東北海域ともに魚種別

の漁獲データが集められていなかった。しかし 1990 年代に入りスケトウダラ資源の減少と

ともに漁獲対象として脚光を浴び始め、主対象魚として漁獲されるようになった。 

また、イトヒキダラはロシアに対して漁獲が割り当てられている。日本水域内ロシア漁

獲量は、1996～1997 年には 0 トン、1998 年には７千トン強、1999 年には 19 千トン、2000

年には 24 千トン、2002 年には 27 千トンと年々増加している。このように国内外における

注目度が高くなってきていることから、資源の動向にはいっそうの注意を払う必要がある。 

 

生２．生態    

（１）分布・回遊 

イトヒキダラは、駿河湾から東北・北海道太平洋岸を経て、オホーツク海およびベーリ

ング海西部までの陸棚斜面域（水深約 200－1500 m）に分布する。中でも東北・北海道太平

2004年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABC limit 37千トン 0.81Ccurrent - -

ABC target 29千トン 0.8ABClimit - -

ABCは1000トン未満で四捨五入した

年 資源量（千トン） 漁獲量（千トン） F値 漁獲割合

2001 - 45 - -

2002 - 37 - -

2003













 

 

量は北海道太平洋岸では減少し、東北海域でもわずかに減少している。これらのことから、

資源動向は減少であると判断される。 

 

管 標５．管理目標・管理基準値・ 02004 年 A CABC のの設定    

（１） 資源評価のまとめ 

 イトヒキダラ資源は減少傾向にある。加入は不安定であると考えられるため、親魚量の

減少を抑えることが資源維持のために重要である。 

 

（２）資源管理目標 

 漁獲の中心は成熟に達している成魚である。長寿で成熟するまで時間がかかるという本

種の生態特性も併せて考えると、親魚量を維持するように資源を管理することが重要であ

ると考えられる。資源は減少傾向にあることから、親魚量を維持することを目標として ABC

を設定した。 

 

（３）2004 年 ABC の算定 

 ABClimit=2001 年の漁獲量 × γ 

  ABCtarget=ABClimit × α 

 2002 年には東北における漁獲量が減少しているが、これはスルメイカが長期間にわたり

豊漁であったため、沖底がスルメイカ狙いの操業を行った影響があると考えられる。そこ

で 2002 年も 2001 年程度漁獲が可能であったと仮定し、2004 年の ABC を算定した。 

 2001 年の漁獲量は日本、ロシア漁船合わせて 45,362 トンであった。また、1999 年から 2002

年の東北海域および道東海域の現存量比から変化率は-0.159 となる。 

現存量調査は８月および 10 月に行われているので、現存量値を９月のものとし、このよう

な変動パターンが 2004 年初めまで続くと仮定すると、 

γ=(1-0.159)1.25=0.806 

ABClimit＝2001 年の漁獲量 × γ=36,562 

またαを 0.8 とすると、 

ABCtarget=ABClimit × 0.8=29,249 トン 

となる。 

 

（４）ABC limit の検証 

 現存量調査による体長 10cm 以下の個体の発生状況から、本個体群は卓越年級の発生によ

って維持されていると考えられ、その発生を阻害しないような親魚量の維持が重要である。 

2002年の調査では、特に道東海域で成魚と考えられる40cm以上の現存量が減少している（別

2004年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABC limit 37千トン 0.81Ccurrent - -

ABC target 29千トン 0.8ABClimit - -

ABCは1000トン未満で四捨五入した



 

 

添図１）。しかしながら、東北海域では体長 30cm を中心とした未成魚が多く漁獲されてお

り、成長式からこれらは２，３年後には漁獲加入すると考えられる。したがって、現在は

親魚量は少ないものの、加入に近いサイズの現存量は多いことから、それらの加入まで親

魚量を減らさないような ABC の設定は適切であると考えられる。 

 

（５） 過去の管理目標・基準値、ABC（当初・再評価レビュー） 

 

2004 年の管理基準は 2003 年の管理基準に比べて低い係数を乗じることになった。これは、

資源の減少幅がより大きくなったためである。それとともに再評価では当初よりもやや低

い ABC になっている（表３）。 

 

６．AABC 以 管 策 提以外の管理法策への提言    

トロール調査の体長組成から、新規加入量の年級間差は大きいと考えられる。また、ふ

化から漁獲加入まで数年かかることから、加入動向に基づいた資源管理を行うことが可能

であると考えられる。 
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表３．過去の管理目標・基準値、ABC(当初・再評価）レビュー（量の単位は千トン）

評価対象年（当初・再評価） 管理基準
1
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2003年（2003年再評価） 0.81Ccurrent - 39 31 親魚量維持
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